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研究史と科研費との関わり"

専門：有機新反応・機構�→�分子機能設計・合成�→�有機薄膜太陽電池�→�
電子顕微鏡科学"

研究歴"
1978：東工大理学博士，�1978-コロンビア大学化学科PD,1980-東工大理学部助手，1984-東工大
助教授，1993-教授，1995-東大教授，2014-特例教授"

研究室形態＝「黒字も赤字も許されない単年度会計の個人商店的研究室経営」"
����������������������（アワード･イヤーの考え方を切に望む）"
1984，研究室立ち上げ：大学から校費1000万円程度借用，民間財団や企業から

の100万円程度の寄付金，企業からの廃棄物品調達"
1990-：科研費基盤研究A,重点領域研究班長，旭硝子資金など1000万円・年程

度の資金"
2000-：基盤研究S，特別推進研究，JST-ERATO,Sイノベ，社会連携講座，奨学寄

付金の「貯蓄」"
研究費配分との関わり"
2003-2007：学振学術システム研究センター主任研究員（化学および科研費改革担当して

学振「新しい科学研究費補助金制度を目指して（平成19年） 」をとりまとめ）"

2011-：科学技術振興機構戦略創造事業・研究主監・議長（事業改革実施中）"
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日本学術振興会学術システム研究センター �
調査研究報告書 �

新しい科学研究費補助金制度を目指して �
平成19年3月16日�

第1章 学術研究に果たす科研費の役割 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 �
1−1 学術研究の意義と国及び研究者の役割 ・・・・・・・・・・・・・・・ 2 �
1−2 研究者の自由な発想による個人研究の意義 ・・・・・・・・・・・・・ 4 �
第2章 理想の科研費制度のための基本的な考え方 ・・・・・・・・・・・・・ 5 �
2−1 科研費を取り巻く国内外環境の変化 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 �
2−2 イノベーションの源泉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 �
2−2−1 日常生活を支える科研費の成果 �
2−2−2 顔の見える日本：人文社会科学系研究 �
2−2−3 持続的発展と人類の福祉：理系研究 �
2−2−4 進むべき方向：オンリーワンと多様性の確保 �
2−3 個の力の重視 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 �
2−3−1 国を支える幅広い人材の育成 �
2−3−2 ノーベル賞の卵を育む科研費 �
"

科研費の位置づけ（科研費パンフレットより）"
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文科省科研費研究とは"

研究者の自由な発想に基づく研究
【curiosity‑driven research】"
"
個人研究（基盤，特推）とグループ研究"
"

国家プロジェクト"
共同利用研究"
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化学者として・学振，JST関係者としての問題意識"

ようやくのことで世界をリードするトップ大学（忙しすぎる教授）"
力の落ちつつある 2nd tier以下の大学の化学研究"
（科学技術・学術政策研究所，2012年；要原因解明）!
"
応募件数が多すぎて破綻している科研費"
"
先端基礎研究とバードウオッチング研究の混在"
"
未来志向の研究を組織的に発掘する方策の不備"
"
折角の基金化が，先端研究推進の方向に活かされている？"
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未来志向の研究者を発掘し育てる"
現状："
未来志向の研究者への資金提供は成果あり"

未来志向でない研究者の申請はどう取り扱うのか？"
��研究支援機関：未来志向の研究のみに資金を配分"

"
大学・専攻としては：未来志向の人材を発掘，教育，育成努力"

資金面の年次計画"
30代前半：100万円/年の科研費＋民間財団"
40代前半：1000万円/年の科研費"
50代前半：未来志向の継続（または活動度低下）"
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応募件数増加で����
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科研費応募数が大幅増加 §;E�&hQ¡�

文科省の対応：科研費応募者を減らすために重複応募制限強化"
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仮説2：若手研究申請制限が若手のやる気を阻害している？"
若手の心労：「手持ちのカードいつ切るか」という，サイエンスとは無縁のギャンブル"
"
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提案：重複制限を緩和し，応募回数制限と足切り併用"

応募数が多い直接的原因"
＞9万件の応募のなかの相当数が科研費受領実績が皆無（低レベル？ダミー申
請？）"
�この分が事務及び審査員負担を増し，結果として審査の質を下げている"

解決策2：トリアージュ（有力雑誌で広く実施）"
低レベルの申請を入り口で排除することで，良い申請を
丁寧に審査（例えば，学術システム研究センターでプレスクリーニングし，適性数ま
で足切り，その後外部審査に付す）"
"
（複数細目への申請においては，それぞれの申請のテーマが異なるのは当然のこと）"
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若手のホープ支援のために若手研究（S）の復活"
若手研究（S）設立の経緯"
�事実1：若くして独立した教授（37−42歳くらい）には一千万円/
年の資金が必要"
�事実2：基盤研究（A）受領者の平均年齢は50歳程度"
�その結果：若手ホープの出鼻がくじかれる"
"
若手（S）実施の効果（要検証）"
�化学分野では優れた若手教授が若手（S）を獲得した"
�「JSTさきがけで分野設定されない基礎分野」の若手教授のや
る気増進"
世代別，大学別の研究費取得状況を調査し，若手育成に効果的
な審査・配分法を立案する"
"
若手（S）の休止"
�NEXTの実施で休止された．NEXT事業は一度の採択のみで
終了した．"
結末：一過的事業によって，継続的事業が中止の不条理？"
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特別推進研究の必要性"

1．基礎分野の研究者の能力を鍛え，国際競争力を支え
る源泉となる特推研究"
2．提案書は英語化し，審査は本格的な国際審査とする．
日本と世界の関わりの中で「日本の顔」の役割を果た
す人社系の審査こそ国際審査が必要"
3．戦略目標達成を目指すJSTクレスト研究とは異なる
意義"
4．JST/NEDO研究などへの橋渡しを円滑化するため
の仕組みを作る"

研究者個人の発想を展開して世界をリード"
グループ研究や共同利用研究とは全く異なる役割"
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特別推進研究の展開の例：科研費ニュース2009.Vol.4"
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未来志向の基礎研究を  
国の「戦略目標」に繋げる方策が必要"

科研費：!
研究者の自
由な発想・素
晴らしい成果!

文科省，内閣府，JST,NEDO,
日本版NIH等々の「研究戦
略」：!
我が国の強い分野を伸ばし，
弱い分野を補完し，将来の産
業，医療分野などでトップダ
ウンプロジェクトを実施!学振・学術シ

ステム研究セ
ンター!

？？!

？？!

？？!
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未来志向の基礎研究を  
国の「戦略目標」に繋げる方策の不備"

文部科学省!

学振・学術シス
テム研究セン
ター（文系＋理系）!

JST戦略事業!
（今後サービス業等
「ものづくり」以外の
支援も必須）!

研究開発戦略
センター
（CRDS）!

戦略目標立案
協議!

戦略目標
提示!

産学官の研究者コミュニティー!

資金供与
目標達成!

科
研
費
研
究
資
金

配
分
審
査

研究成果分析!
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未来志向の基礎研究を  
国の「戦略目標」に繋げる方策の完備"

文部科学省!

学振・学術シス
テム研究セン
ター（文系＋理系）!

JST戦略事業!
（今後サービス業等
「ものづくり」以外の
支援も必須）!

戦略目標
提示!

産学官の研究者コミュニティー!

研究成果分析! 資金供与
目標達成!

科
研
費
研
究
資
金

戦略目標立案
に資する情報提

供*!
!

*例えばセンターの「学術動向等に関する調査研究報告」�
"

研究開発戦略
センター
（CRDS）!

戦略目標立案
協議!

研究成果分析!
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文科省科研費を基盤として， 
基礎研究から社会実装までが見通せる， 

情報フィードバック機構を備えた  
研究システムの設計が急務である．"


